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研究概要 

 平成２８年度児童福祉法等の改正により児童相談所中心主義から在宅支援を中心と

した切れ目のない支援を支援拠点の整備を行いつつ担っていくこととなった。しかし未

だ拠点整備は進んでいない。本学の平成２９年度研究事業の成果を踏まえて，更なる市

区町村・都道府県の先進的な事例の調査分析を行いまとめる。その上で，都道府県が市

区町村の支援拠点の設置を働きかけていくためのスタートアップマニュアルを策定す

ることで，支援拠点の全国展開の土台を築くことを目的とする。 
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